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葛渓150年の思い出を紡ぎませんか ?

山
男
の
歌

Ⅲ

２
月
２８
日
（金
）
１４
時
、
祝
い
酒
を
手
に
、

著
渓
会
館
５
階
事
務
室
か
ら
、
４
階

「新
泉

の
間
」
へ
と
階
段
を
下
り
て
い
る
と
、
耳
に

馴
染
み
の
あ
る
楽
曲
が
聞
こ
え
て
き
た
。

虹
の
都
　
光
の
港
　
キ
ネ

マ
の
天
地

『蒲
田
行
進
曲
』
だ
が
、
歌
詞
が
違
う
。

雪
の
煙
　
タ
ン
ネ
の
樹
氷

我
等
が
天
地

岩
に
ザ
イ
ル
　
壁
の
水
　
蹴
破
る
と
こ
ろ

ピ

ッ
ケ
ル
の
閃
き
に
　
花
と
散
る
水
に
も

青
春
燃
ゆ
る
　
生
命
は
躍
る

我
等
が
天
地

ど
う
や
ら
、
山
岳
部
の

「部
歌
』
の
よ
う

「蒲
田
行
進
曲
』
（１
９
８
２
年
）
、
古
く
は
、

松
竹
キ
ネ

マ
映
画

『親
父
と
そ
の
子
』
（１
９

２
９
年
）
の
主
題
歌
主
題
歌
で
、
原
曲
が
あ

る
こ
と
を
知
ち
た
。

原
曲
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
公
演
さ
れ

た
オ
ペ
レ
ツ
タ

「放
浪
の
王
者

弓
，

①
く
”
的
”

σ
ｏ
ａ

パ
一品
」
劇
中
歌
の

一
つ

『放
浪
者
の

歌

∽
ｏ
記

ｏ
軍
ド
①
く
“
器
σ
ｏ
ａ
∽』
で
、
初
演

は
１
９
２
５
年
だ
か
ら
、　
一
世
紀
前
の
楽
曲

で
あ
る
。
作
曲
者
は
、
チ

ェ
コ
の
音
楽
家
ル

ド

ル

フ

・
フ
リ

ム

ル

（０
，

ヒ

①
∽
”
邑
ｏ
〓

『
ユ
８
一＼
〓∞
ぶ
‐
８
記
）
。

「新
泉
の
間
」
の
扉
を
開
く
と
、
元
山
岳
部

員
の
方
々
が

『部
歌
』
を
歌
い
終
え
、
乾
杯

に
移
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
参
加
者
は
１９
名

で
、
遠
く
香
川
や
山
梨
か
ら
も
参
加
さ
れ
て

い
た
。

唐
沢
氏
の
先
輩
格
が
３
名

い
ら
し
た
。
永

峯
隆
夫
（Ｓ３５
地
理
）
、
蟻
川
治
男
（Ｓ３８
林
学
）
、

斉
藤
敬
文
（Ｓ３８
林
学
）
の
３
氏
で
、
永
峯
氏
が
、

当
日
参
加
者
の
最
年
長
で
あ

っ
た
。

お
邪
魔
し
た
折
に
、
久
々
の
会
合
と
い
う

こ
と
で

「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
お

声
が
け
し
た
が
、
「な
に
が
お
め
で
た
い
ん

だ
か
」
と
い
う
応
答
に
、
笑
い
が
お
き
た
。

●
思
い
が
け
ぬ
反
響

季
刊
誌

『著
渓
』
秋
号
と
正
月
号
に
連
載

し
た

「
山
男
の
歌
」
が
、
思
わ
ぬ
反
響
を
得

た
。記

事
を
目
に
し
た
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
が
、
著
渓

会
館
で
会
合
を
開
く
こ
と
に
し
た
と
い
う
連

絡
を
い
た
だ
い
た
。

も
う

一
つ
は
、柴
田
徹
氏
（Ｓ４６
地
鉱
）
が
『侶

松
』
を
わ
ざ
わ
ざ
届
け
て
く
れ
た
。

不
在
で
お
会

い
で
き
ず
、
電
話
に
て
、
謝

意
を
お
伝
え
し
た
。

こ
の
大
冊
が
作
ら
れ
た
目
的
は
、
「わ
が

山
岳
部
は
消
滅
し
た
。
そ
し
て
い
ず
れ
か
は

Ｏ
Ｂ
会
も
消
滅
す
る
。
し
か
し
、
′侶
松
五
〇

年
史
′
は
残
る
」
と

「あ
と
が
き
」
に
記
す

思
い
に
あ
る
。

編
集
作
業
が
始
ま

っ
た
の
は
、
昭
和
５７

（１
９
８
２
）
年
頃
で
、
「集
め
ら
れ
た
膨
大

な
資
料
を
す
べ
て
コ
ピ
ー
し
、
手
分
け
し
て

そ
れ
を
読
み
取
捨
選
択
す
る
と
い
う
苦
し
く

も
楽
し
い
作
業
」
が
、
ほ
ぼ
２
年
間
に
わ
た

っ
て
続
け
ら
れ
、
そ
の
間
、　
一
、
二
か
月
に

一
回
ほ
ど
の
編
集
打
合
せ
が
行
わ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

「偶
松
五
〇
年
史
」
は
、
大
正
１２
（１
９
２

３
）
年
の
山
岳
会
創
設
に
始
ま
り
、
昭
和
５３

（１
９
７
８
）年
の
「東
京
教
育
大
学
の
廃
学
」

と
と
も
に
終
え
て
い
る
。

●
山
岳
会
創
設
の
頃

「東
京
高
等
師
範
学
校
山
岳
会
創
設
趣
意

書
」
（大
正
１２
年
度
）
が
あ
る
。

だ

秋山富雄氏のメール (2025/3/9)に 、「東京教育大学山岳部
OB会

:終
活の最後'を意識 して企画 しました。これでお仕舞

いとご理解 ください」と、記されていた。
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１
１
０
０
ペ
ー
ジ
の
大
冊
で
あ
る
。

一沸



・
山
嶽
の
雄
大
な
る
形
に
接
し
、
高
峻
な
る

連
峰
を
突
破
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豪
壮
な

る
意
気
と
勇
往
邁
進
の
気
象
を
養
い
合
わ

せ
て
広
大
な
る
度
量
を
養
う
こ
と
…

。
登
山
旅
行
に
よ
り
て
見
分
を
広
め
、
合
わ

せ
て
学
術
的
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と

・
高
雅
な
る
趣
味
の
涵
養

大
正
１２
年
、
こ
の
年
、
加
藤
友
三
郎
内
閣

が
東
京
文
理
科
大
学
設
置
案
を
含
む
予
算
案

を
第
４６
帝
議
会
通
常
会
に
再
提
出
し
、
文
理

科
大
学
の
設
立
が
貴
衆
両
議
院
で
可
決
し
た
。

そ
の
４
年
前
の
大
正
８
（１
９
１
９
）年
師

走
、
師
範
大
学
構
想
を
掲
げ
、
「昇
格
か
、
廃

校
か
」
の
覚
悟
の
下
に
、
東
京
高
師
の
学
生
、

教
職
員
、
そ
し
て
、
同
窓
が

「母
校
昇
格
運

動
」
を
起
こ
し
た
。
宣
揚
歌

『桐
の
葉
』
は
、

こ
の
運
動
の
中
で
作
ら
れ
た
。

山
岳
会
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
師
範
大
学

構
想
を
掲
げ
た
母
校
昇
格
運
動
が
、
よ
う
や

く
実
を
結
び
か
け
た
年
で
も
あ

っ
た
。

だ
が
、
そ
の
年
の
夏
、
加
藤
首
相
は
急
逝

し
、　
一
週
間
後
の
９
月
初
日
（土
）
の
昼
時
に
、

関
東
大
震
災
が
起
き
た
。
東
京
、
神
奈
川
を

中
心
に
罹
災
し
、
死
者
や
行
方
不
明
者
は
影

し
い
数
に
及
ん
だ
。

東
京
高
師
の
昇
格
事
業
は
、
６
ヵ
年
の
継

続
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
は
ず
で
あ

っ
た

が
、
震
災
に
よ
る
繰
り
延
べ
で
、
当
初
よ
り
４

年
遅
れ
た
１
９
２
７
年
度
に
、
５
ヵ
年
の
継

続
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

勅
令
第
３７
号
（官
立
文
理
科
大
学
官
制
）
に

よ
り
、
東
京
文
理
科
大
学
が
設
立
さ
れ
た
の

は
、
元
号
も
変
わ

っ
て
昭
和
４
（１
９
２
９
）

年
、
世
界
恐
慌
の
年
で
も
あ

っ
た
。

●
山
岳
会
　
一早
創
期
の
活
動

最
初
の
登
攀
は
、
７
月
、
２
班
に
分
か
れ

て
白
馬
と
富
士
、
そ
し
て
蝦
夷
富
士
で
あ
っ
た
。

「登
山
に
て
準
備
す
べ
き
事
」
と
し
て
、
草

軽
（三
足
あ
れ
ば
十
分
）
、
帽
子
（広
い
も
の
冷

し
く
良
ろ
し
）
、
金
剛
杖

（必
要
）
…
カ
ン
ジ

キ
（鉄
製
）
が
明
記
さ
れ
、
富
士
登
山
の
項
目

に
は
、
「足
に
は
ゴ
ム
底
に
足
袋
か
、
ま
た
は

草
軽
が
よ
い
」
（同
書
Ｐｌ７
）
と
記
さ
れ
て
い
た
。

●
山
岳
会
が
山
岳
部
に
昇
格
す
る

山
岳
会
か
ら
学
友
会
登
山
部
に
昇
格
し
た

の
は
昭
和
７
年
で
あ

っ
た
ｃ
よ
う
や
く
高
ま

っ
て
き
た
学
校
登
山
の
機
運
を
逃
さ
ず
、
「中

等
学
校
の
登
山
行
事
は
、
指
導
者
、
引
率
者

は
す
べ
て
教
師
で
あ
る
。　
一
人
で
も
多
く
の

山
の
経
験
を
持
ち
、
山
の
広
い
知
識
を
持

っ

た
教
師
を
学
校
に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
…
」
と
、
学
友
会
の
幹
事
や
各
部

主
事
に
説
い
て
回

っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た

よ
う
で
あ
る
。
（長
津

一
郎

「山
岳
部
こ
と
は

じ
め
」
同
書

ｐ３
）

黎
明
期
の
学
校
登
山
を
牽
引
し
た
教
育
者

に
、
同
窓
で
あ
り
、
信
濃
教
育
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
渡
辺
敏

（１
８
４
７
‐
１
９
３

０
）
が
い
る
。

渡
辺
は
、
信
仰
登
山
の
時
代
に
、
登
山
を

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
捉
え
、
学
校
登
山
を
推
進

し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
記
憶
に
留
め
た
い
。

●
雪
の
煙

タ
ン
ネ
の
樹
氷

我
等
が
天
地

４
月
１
日
　
晴
の
ち
吹
雪

「
こ
の
日
、
東
京
で
は
午
前
中
は
晴
れ
て

い
た
が
、
午
後
２
時
頃
猛
烈
な
雷
雨
が
あ
り
、

あ
た
り
が
夜
の
よ
う
に
暗
く
な

っ
た
。
谷
川

で
も
天
神
小
屋
の
管
理
人
の
話
で
は
午
前
中

は
晴
れ
て
い
た
が
、
正
午
過
ぎ
よ
り
激
し
い

吹
雪
と
な

っ
た
と
い
う
。
当
日
、
日
本
上
空

を
大
き
な
低
気
圧
が
過
ぎ
寒
冷
前
線
に
伴
う

天
気
の
変
化
は
不
幸
な
結
果
を
招

い
た
。
…

小
屋
の
８
畳
に
は
二
組
の
布
団
が
敷
か
れ
た

ま
ま
で
サ
ン
ト
リ
ー
の
丸
瓶
が
彼
ら
の
帰
り

を
待

っ
て
い
た
。
小
屋
日
誌
に
は
両
名
が
シ

ン
セ
ン
東
尾
根
に
行
く
旨
が
簡
単
に
記
さ
れ

て
い
た
。
」
（永
峯
隆
夫

「事
故
発
生
当
時
の

情
況
」
『侶
松
』
８
号
Ｐ３
）

唐
沢
と
同
時
期
に
入
部
し
た
榊
泰
明
が
松

下
信
明
（Ｓ３９
動
物
）
と
谷
川
岳
シ
ン
セ
ン
尾
根

で
遭
難
（１
９
６
５
／
４
／
１
）
し
た
。

唐
沢
が
入
学
し
た
年
の
正
月
に
、　
隈
部

研
二

が
自
馬
岳
三
合
尾
根
で
遭
難
（１
９
６

２
／
１
／
２
）
し
、
入
部
後
も
、
捜
索
は
続
い
て

い
た
。

「山
岳
部
の
歴
史
は

〈遭
難
の
歴
史
〉
で
も

あ

っ
た
。
大
き
な
事
故
を
３
回
経
験
。
計
４

名
の
岳
友
を
失

っ
た
」
（唐
沢
孝

一
「東
京
教

育
大
学
山
岳
部
、
活
動
の
記
録
（メ
モ
）
）

限
部
研
二
の
追
悼
は
、
『白
馬
』
の
出
版
と

な
り
、
松
下
信
明
と
榊
泰
明
の
追
悼
は
、
『侶

松
』
８
号
に
特
集
さ
れ
た
。

唐
沢
の
卒
業
後
、
２
年
の
日
田
村
純

一
が
、

西
穂
間
ノ
岳
で
遭
難
（１
９
６
７
／
１２
／
２８
）
し

た
。
『偶
松
』
９
号
が
追
悼
号
と
な
っ
た
。

『部
歌
』
の
原
曲
は
、
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

繰
り
返
さ
れ
、
フ
エ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
て
い
く
。

最
ヨ
の
煙
　
タ
ン
ネ
の
樹
水

我
等
が
天
地
…

地
吹
雪
が
舞

い
、
部
員
の
姿
が
雪
煙
に
霞

む
。
急
峻
に
歩
を
進
め
な
が
ら
回
ず
さ
む
。

青
春
燃
ゆ
る
　
生
命
は
躍
る

我
等
が
天
地
…

『部歌』作詞者の新谷茂氏は、山岳部員番号 1番、自樺
ヒュッテ開設 (昭和 5年 11月 )の頃で、『蒲田行進曲』は

大流行歌となっていたと想像できます。秋山富雄氏の

メール (2025/3/9)よ り

写真 :湯檜曽川奥白樺尾根末端に建設された東京高等

師範学校山岳部白樺 ヒュッテと跡地 『優松』p9所蔵 )
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